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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・オートドアの修理へ再度修理に来ていますが、原因が分からないとの事。後日再度来棟するとの事です。

・動静報告へ日誌を貼り付ける際、フォントサイズが違うためフォントサイズを“１１”に修正するようにとの事です。各勤務帯にて確認し、訂正されていない場合は訂正するようにお願いします。

・三上Drの入院に伴い、定期薬処方・採血結果等の検査結果は主治医へ直接見て頂くようにして下さい。

・Ｈ２０年度、通信教育の基礎コース・精神介護士コースの募集がありますので、希望者は佐藤A.O.M.へ連絡して下さい。

・他病棟にて二重服薬の事故がありました。（２週間分の処方となっていたが、服薬板には１週間分しか記載されておらず、再度処方し、二重服薬をさせてしまった）西病棟でも起こり得る事故なので、服薬が処方された際は服薬板への記載の徹底・セット時の連絡等をスタッフに周知して行きましょう。

＜患者様連絡事項＞

・松橋　清子様～就床前薬内服時、排便が無いにも関わらず、アローゼンを内服しない事あり、主治医へ情報提供しています。排便コントロールのために、

　　　　　　　　センナリド（下剤）　２Ｔ　１×vds　８日分

　　　　　　　　臨時処方となっています。排便状況・服薬状況の観察を行なっていきましょう。

・田向　玲美様～本日外泊へ行く際、家族様・本人様へ退院時間等について確認しています。

退院日時：３/２８　９：３０

初外来日時：４/７　９：３０～

デイケア通所については、後日検討するとの事ですが、本人様の意向としていは２回/週（水曜日・木曜日）を考えているとの事です。

・市川　真紀子様～ご家族が面会に来られた際、「現在の状態で外出は出来るのか？」と聞かれ、３／２６（水）の午後に電話をするとの事でしたので、主治医診察時に外出について確認をしてご家族へ伝えるようにして下さい。

・中村　マス様～右手の親指が割れており、熱感も見られています。現在、クーリングにて対応していますが、３／２６（水）の主治医診察にて診て頂いて下さい。

・工藤　紘子様～主治医より、作業療法の導入はしていませんが、ＯＴより塗り絵を貰って病棟で取り組む事について許可が出ています。

①塗り絵を選ぶ際は、病棟スタッフと一緒に作業室へ来る（本人の好みや絵柄を選んで頂くため）

②１枚ずつ取り組む

③１枚終了したらＯＴスタッフが確認して貰い、次へ取り組む

作業状況について、作業スタッフが情報が欲しいとの事ですので、情報提供していきましょう。

・駒木　洋士様～３／３０（日）北病棟の患者様が退院となり、ベッドコントロールのため北病棟へ転棟予定となっています。３／２８（金）の主治医診察の際移動指示箋への記入と入院形態の切り替えが可能かを確認し、切り替えが可能な場合は下平SWへ連絡して下さい。

＜症例検討会議＞

・晴山　美智子様～今後は１日３食で様子を見て行き、退院後はデイケア利用も考えているとの事です。

・江刺家　陽輝様～発達障害の可能性があるとの事です。（現在は統合失調症の可能性は低く、今後症状が出てくる可能性もある）服薬は、ジプレキサ（精神神経用剤）を増薬して落ち着かなかったため、今後は止めるか変薬を検討しているとの事です。。（以前はエビリファイ（精神神経用剤）を服用したが、精神状態改善されなかった）

退院は今月中～４月初めを予定しており、状態が悪くなった際に短期の入院をし治療をして行く事を検討している。

【医療保護入院】

・平　勝利様～糖尿病は良くなって来ているが、三上Drより治療が必要と指示あります。以前は間食として白煎餅１枚でしたが、現在はソーセージ１本を摂取している状態です。今後、間食について検討が必要かを検討していく必要があります。

・菅井　浩子様～今後は引き続き、外出・外泊訓練を行なっていく事としています。退院をした場合、兄様と２人暮らしとなり兄様が仕事で日中は家を空け１人となる事を考えると退院は難しいと考えられるとの事です。

・中川原　義雄様～母様の了解があれば今後は退院が可能と思われるが、現在、母様が整形を受診するなど身体不調も見られている為、退院についての検討はまだ先と考えられるとの事です。

＜皮膚科診察＞

・八森　正様、平　勝利様、春本　司郎様、清水　進様、寺地　利代子様、中村　マス様、石切　久様の７名に、タベジール（抗ヒスタミン剤）２Ｔ　２×ndE　７日分が皮膚状態の改善見られず継続して処方となっています。引き続き、皮膚状態の観察をして行きましょう。

・豊巻　薫様～白癬の為、ケルガー錠（その他の化学療法剤）を内服していましたが、本人より「薬を飲むと吐気がする」と訴え聞かれ、内服が止めとなっています。ケルガークリームのみの対応となります。引き続き、皮膚状態の観察をして行きましょう。

・畑中　成夫様～左前腕の癤が治癒との事で、今後は軟膏処置等はありません。皮膚状態の観察をして行きましょう。

＜工藤　紘子様家族面談＞

・父様と主治医にて面談を先に行なっており、体重や食事、肝機能の状態、服薬に関しての説明をしています。主治医としては、①食べる習慣を立て直すこと②脳の萎縮も見られている事から１学期は休学して２学期から復学する事とし、それまではプリント学習で学力の維持をするという方向で考えている旨を説明しています。携帯サイトで知り合った人に対して脅迫めいたメール（「スタンガンを使ってやる」など）を送ったりしていた事があり、父様は紘子様の将来について考え悩んでいる様子だが徐々に主治医の話を聞き、回復期間を持った方が良いと考えを決めている様子伺えました。

・本人・父様・主治医の３名で面談を行なっています。主治医より今後の意向を紘子様へ伝えているが受け入れず、「４月から学校に行きたいです。食事も食べるし、勉強もしたいし、ついて行けなくなります」と泣きながら何度も話され、本人の希望も強いです。その為、今後２週間の食事摂取状況を観察し、退院についての面談を再度行なう事を検討しています。詳細については後日、決まり次第報告します。

・脳器質的に萎縮が見られ、思考・判断・重み付けなどといった機能が低下している印象もあり、短絡的・衝動的になる事は今後も考えられるとの事です。また、高校のクラスでは現在、理系クラスを志望しているが、復学したとしても勉強について行く事での困難が予想されると主治医の見解があります。

＜梅津　ちづ子様家族勉強会＞

・アルコール依存症治療プログラム・再スタートミーティング⑥を行なっています。お酒の席で、お酒を飲むようにすすめられた場合に“１番悪い返事”という項目を理解出来ずにいます。“悪い返事＝誘いに乗る”という事が思い付かない様子伺えます。身体への影響について尋ねると「飲まない」と言うが、「一杯だけなら」→「一杯飲んだら止められない」→「良くなったら飲む」と堂々巡りしている。断る方法では「医者に止められているから」「いとこが来るから今日は（飲みに）行かない」等、具体的に答えている為、評価しています。また、酒へ対しての渇望がまだ見られており「良くなったら一杯だけ」という考えもあるように思われます。

・今後は外出訓練を繰り返して行く事とし、退院後はみちのく記念病院へ入院予定となっています。

３／２９（土）１４：００～１７：００まで外出訓練の為、希望が出ています。

